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台東病院等運営協議会開催回数

1,068

種　別 指標の名称 (単位)
（３０年度）

２５年度

％

　決算額　　(単位：千円) 1,611

台東病院等の評価項目(13種類)に
対するA評価の割合

80.0

２６年度 ２７年度

62

471

成果指標

中核病院の評価項目(5種類)に対す
るA評価の割合

6,391　人にかかるコスト（人件費など）

区民代表、学識経験者、保健医療関係者、区議会議員及び区職員で構成しており、多角的な視点で評価・検
証を行うことができる。また、必要に応じて開催回数等を調整することができる。

84.6

80.0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 8,002

543

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

1

1

85.0 53.8％

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

各施設に対する評価は良好であり目標も達成されているが、今年度に診療報酬が改定される
など、各施設を取り巻く環境が刻々と変化している中、今後とも各施設の運営状況を維持・改
善し、運営の透明性及び区民に対する説明責任を確保するためには、引き続き、本事業によ
る厳正な評価・検証等を実施していく必要がある。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

運営の透明性及び区民に対する説明責任を確保するためには、各施設の運営状況等を客観的に評価・検証
し、その結果を区民に分かりやすく伝える必要がある。

維持

評
価
結
果

前年度の協議会における評価・検証結果を踏まえ、各運営事業者が継続的に運営改善等に取り組んだ結
果、各施設とも各協議会より高評価を受け、目標を達成することができた。

4 協議会における評価・検証及びその結果の公表により、運営の透明性及び区民に対する説明責任を確保で
きる。また、各運営事業者は、区からの提言等を遵守する必要があるため、各施設の運営改善が図られる。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

4,723

0

0

476

0

6,015

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

6,492

6,492

443

8,002

0

4,723

台東病院が平成26年度より取り組んでいる台東病院等運営方針の実施状況について、あらたに設定した活動・成果
指標に基づき、台東病院等運営協議会において評価・検証を行った。

0

事業対象

事務事業名 病院運営協議会

　

健康課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

要綱 〔法令等名〕

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

事業区分

企画立案

平成２８年度　事務事業評価シート

台東区中核病院運営協議会設置要綱、台東病院等運営協議会設置要綱根拠法令等

目的達成度 4

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
1

永寿総合病院及び台東病院・老健千束の運営の透明性及び区民に対する説明責任を確保するとともに、各施設の運営改
善を図り、もって地域の医療供給体制の充実につなげる。

34

410

1

なし

各協議会において、各施設がその機能及び役割を適切に果たしているかを、運営評価表を用いて客観的かつ合理的に評
価・検証のうえ、公表するとともに、評価・検証結果を踏まえ各運営事業者に対し提言等を行う。
○委員構成　区民代表、学識経験者、保健医療関係団体、区議会議員及び区職員
○協議会組織　各協議会内に小委員会(部会)を設置し、専門的見地から一次評価・検証を行う。

補助金の有無

84.6
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事
務
事
業
の
実
績

所
管

健康部

年度

委託内容
なし

回中核病院運営協議会開催回数 1

0

4,251

回 1 1

長期総合
計画体系

 [基本目標]

直接の対象：永寿総合病院、台東病院・老人保健施設千束　　最終的な対象：区民

平成

年度


